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2
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作
為
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務
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不
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ニ
　
ド
イ
ツ
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不
作
為
不
法
行
為
の
扱
い

　
（
1
）
　
法
的
な
行
為
義
務

　
（
2
V
　
因
果
関
係

三
　
ス
イ
ス
で
の
不
作
為
不
法
行
為
の
場
合

　
（
1
）
作
為
義
務

　
（
2
）
　
因
果
関
係

　
（
3
）
　
い
わ
ゆ
る
延
命
利
益

四
　
わ
が
国
で
の
因
果
関
係
及
び
延
命
利
益
に
つ
い
て

五
　
一
応
の
ま
と
め

1可

原

格
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不
作
為
不
法
行
為
と
そ
の
位
置
づ
け

　
（
1
）
　
不
作
為
不
法
行
為
と
は

　
不
法
行
為
は
普
通
加
害
行
為
と
い
う
作
為
を
前
提
と
す
る
場
合
と
、
不
作
為
を
前
提
と
す
る
不
法
行
為
の
双
方
か
ら
成
り
立
ち
う

　
　
　
　
　
　
（
－
）

る
と
考
え
ら
れ
る
。
七
〇
九
条
は
単
に
故
意
又
は
過
失
に
よ
り
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
権
利
侵
害
が
何
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

行
わ
れ
た
の
か
、
を
明
記
し
て
い
な
い
。
す
る
と
、
作
為
で
も
不
作
為
で
も
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
不
作
為
不
法
行
為
の
場
面
で
は
作
為
義
務
の
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
来
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
て
、
そ
の

義
務
に
違
反
し
て
初
め
て
義
務
を
怠
っ
た
者
の
責
任
を
間
い
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
で
は
作
為
義
務
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
成
立
す
る
の
か
。
一
般
に
次
の
場
合
に
作
為
義
務
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
①

具
体
的
法
規
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
場
合
（
親
権
者
の
監
護
義
務
時
八
二
〇
、
親
族
間
の
扶
養
義
務
”
八
七
七
な
ど
）
、
②
先
行
す
る

他
人
に
対
す
る
侵
害
行
為
が
あ
る
場
合
（
他
人
を
傷
つ
け
た
場
合
に
手
当
て
を
す
る
義
務
が
発
生
す
る
、
交
通
事
故
の
場
合
の
道
交

法
七
二
条
一
項
）
、
③
先
行
す
る
危
殆
行
為
（
有
毒
物
の
売
却
行
為
、
侵
害
行
為
へ
の
関
与
な
ど
）
が
あ
れ
ば
、
損
害
抑
止
の
た
め
の

作
為
義
務
が
発
生
す
る
（
い
わ
ゆ
る
京
阪
電
車
置
石
事
件
（
最
判
昭
62
・
1
・
2
2
民
集
4
1
・
1
・
1
7
）
で
こ
の
こ
と
を
説
示
し
て
い

る
）
。
さ
ら
に
契
約
、
慣
習
、
条
理
な
ど
に
よ
っ
て
作
為
義
務
が
成
立
し
う
る
。
こ
の
中
で
重
要
な
の
は
契
約
か
ら
生
ず
る
作
為
義
務

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
怠
る
場
面
で
あ
る
。

　
で
は
作
為
義
務
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
あ
る
者
が
悪
結
果
の
発
生
す
る
こ
と
を
予
見
し
、
そ
の
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発
生
を
回
避
で
き
る
に
も
拘
ら
ず
、
具
体
的
な
回
避
を
採
ら
な
い
場
合
に
す
べ
き
義
務
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
こ
の
作
為
義

務
と
悪
結
果
発
生
と
の
間
の
関
係
を
規
範
的
因
果
関
係
と
い
う
）
。
こ
の
う
ち
間
題
と
な
る
の
は
多
く
は
専
門
的
職
業
義
務
か
ら
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

す
る
作
為
義
務
を
怠
る
場
合
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
作
為
義
務
が
存
在
す
る
こ
と
が
要
件
で
あ
る
。

　
こ
の
規
範
的
因
果
関
係
で
間
題
と
な
る
の
は
損
害
回
避
措
置
（
作
為
義
務
）
を
採
っ
た
か
否
か
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
作
為
義
務
の
設
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
植
木
教
授
は
ド
イ
ツ
民
法
上
の
社
会
生
活
上
の
義
務
を
そ
の
根
拠
と
し
て
持
ち
出
す
。
そ
し
て
同
義
務
は
作
為
、
不
作
為
を
間
わ

ず
妥
当
す
る
損
害
防
止
義
務
の
一
般
論
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

　
（
3
）
　
作
為
義
務
違
反
の
意
味

　
で
は
作
為
義
務
に
違
反
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。

　
不
作
為
不
法
行
為
で
の
過
失
は
事
故
の
発
生
を
防
止
し
う
る
状
態
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
為
義
務
の
あ
る
こ
と
を
認
識
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ず
に
、
適
切
な
行
為
を
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
結
局
は
損
害
を
防
止
す
る
義
務
で
あ
る
。
つ
ま
り
不
作
為
者
に
対
し
不
法
行
為

責
任
を
負
わ
せ
る
た
め
の
判
断
要
因
は
、
作
為
義
務
違
反
で
あ
る
不
作
為
に
よ
っ
て
損
害
（
結
果
）
の
発
生
す
る
こ
と
を
不
作
為
者

が
予
見
し
え
た
か
（
予
見
可
能
性
、
ど
の
時
期
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
予
見
し
え
た
か
）
、
ま
た
予
見
し
う
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
の

回
避
が
可
能
で
あ
っ
た
か
（
結
果
回
避
可
能
性
、
他
に
と
り
う
る
手
段
が
な
か
っ
た
か
）
の
判
断
つ
ま
り
、
過
失
の
有
無
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
問
題
に
帰
着
す
る
。
さ
ら
に
不
作
為
と
結
果
と
の
因
果
関
係
の
存
在
に
か
か
る
と
し
て
い
る
。

　
で
は
作
為
義
務
と
し
て
の
「
損
害
を
ひ
き
起
こ
す
べ
き
危
険
状
態
を
招
い
た
者
に
対
し
て
社
会
観
念
上
課
せ
ら
れ
た
結
果
発
生
防
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止
義
務
と
注
意
義
務
と
し
て
の
損
害
防
止
義
務
・
回
避
義
務
」
と
は
異
質
・
異
種
の
も
の
な
の
か
が
間
題
と
さ
れ
る
、
こ
れ
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
は
別
種
の
も
の
と
は
考
え
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
作
為
義
務
”
過
失
が
認
定
さ
れ
る
と
、
当
該
不
作
為
が
な
け
れ
ば
権
利
侵
害
を
避
け
え
た
と
い
う
因
果
関
係
が
必
要

と
な
る
か
が
間
題
と
な
る
。

　
（
4
）
　
不
作
為
不
法
行
為
の
場
合
の
因
果
関
係

　
わ
が
国
で
は
不
作
為
の
因
果
関
係
の
間
題
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ア
、
因
果
関
係
否
定
説
（
過
失
認
定
論
）
1
不
作
為
不
法
行
為
で
は
あ
る
事
実
と
他
の
事
実
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
な
い
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
V

あ
る
か
ら
、
事
実
的
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
仮
定
的
事
実
と
損
害
と
の
間
の
因
果
関
係
が
間
題
に
な
る
と
す
る
。
こ
れ

を
換
言
す
れ
ば
、
不
作
為
の
因
果
関
係
に
関
す
る
間
題
が
特
別
に
切
り
出
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
の
は
「
作
為
」
規
範
の
積
極
的
確
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

と
い
う
作
業
及
び
誰
に
「
作
為
」
規
範
を
負
担
さ
せ
る
か
と
い
う
名
宛
人
の
確
定
が
特
に
間
題
と
な
る
と
す
る
。
つ
ま
り
規
範
的
因

果
関
係
の
間
題
に
帰
着
す
る
。
こ
の
因
果
関
係
の
間
題
は
結
局
過
失
の
認
定
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
と

　
　
　
（
1
2
）

さ
れ
る
が
、
過
失
の
認
定
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
と
す
れ
ば
、
過
失
の
有
無
で
責
任
判
断
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
疑
間
で
あ
る
。

イ
、
因
果
関
係
肯
定
説
ー
不
作
為
不
法
行
為
の
場
合
に
は
作
為
不
法
行
為
と
同
じ
く
、
因
果
関
係
は
肯
定
さ
れ
る
と
す
る
。
た
だ

し
こ
の
場
合
の
因
果
関
係
は
作
為
と
異
な
り
、
正
に
自
然
的
因
果
関
係
を
想
定
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
限
り
で
因
果
関
係
を
肯
定

す
る
の
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
本
稿
は
作
為
義
務
内
容
の
確
定
と
因
果
関
係
の
間
題
に
絞
っ
て
考
察
す
る
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

　
水
野
謙
「
因
果
関
係
概
念
の
意
義
と
限
界
」
（
二
〇
〇
〇
）
一
六
〇
ぺ
ー
ジ
は
不
作
為
を
一
定
の
抽
象
的
な
危
険
の
発
生
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
。
た
だ
こ
の
表
現
で
は
一
定
の
抽
象
的
な
危
険
と
は
論
理
矛
盾
と
も
考
え

ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
一
定
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
程
度
の
具
体
性
を
持
た
せ
た
表
現
と
も
と
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
疑
間
を
付
し

な
が
ら
本
稿
も
同
じ
意
昧
で
用
い
る
。

　
た
と
え
ば
医
師
が
あ
る
特
定
の
時
点
で
本
来
す
べ
き
行
為
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
助
か
る
は
ず
の
患
者
が
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
よ
う

な
場
合
を
例
に
考
え
る
と
、
二
つ
に
場
合
分
け
で
き
る
。
つ
ま
り
第
一
は
医
師
が
な
ん
ら
か
の
行
為
を
し
た
が
、
そ
の
行
為
が
不
適
切
で

あ
っ
た
場
合
で
あ
り
、
第
二
が
全
く
す
べ
き
行
為
を
し
な
か
っ
た
場
合
で
あ
り
、
共
に
債
務
不
履
行
で
の
本
旨
債
務
に
遠
反
す
る
と
同
様

に
、
本
来
す
べ
き
義
務
（
作
為
義
務
）
を
怠
っ
た
場
面
で
も
あ
り
、
双
方
が
不
作
為
不
法
行
為
の
場
面
で
も
あ
る
。
鍔
名
ω
魯
8
一
器

（
一
九
八
三
）
六
ぺ
ー
ジ
（
伊
藤
進
）
。
な
お
刑
法
は
不
作
為
犯
を
真
正
不
作
為
犯
（
構
成
要
件
規
範
が
不
作
為
の
形
式
で
定
め
ら
れ
て
い

る
場
合
（
國
夜
間
無
灯
火
で
自
動
車
を
走
行
さ
れ
、
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
）
）
と
不
真
正
不
作
為
犯
（
作
為
の
形
式
で
定
め
ら
れ
て
い

る
構
成
要
件
が
不
作
為
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
場
合
（
人
を
殺
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
禁
止
規
範
に
不
作
為
に
よ
り
違
反
す
る
、
國
自
宅

の
庭
に
人
が
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
時
）
）
と
に
分
け
、
不
真
性
不
作
為
犯
を
成
立
さ
せ
る
作
為
義
務
の

成
立
根
拠
を
論
ず
る
（
一
蝉
≦
ω
畠
8
一
縄
（
一
九
八
三
）
二
八
ぺ
ー
ジ
（
中
井
美
雄
）
。

　
澤
井
裕
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
」
〔
第
三
版
〕
（
二
〇
〇
一
）
八
三
ぺ
ー
ジ
。
前
述
の
よ
う
に
不
作
為
不
法
行
為
の
場
面

は
本
旨
債
務
不
履
行
と
重
な
る
場
面
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
井
教
授
は
契
約
上
の
義
務
が
不
作
為
不
法
行
為
の
作
為
義
務
の

根
拠
と
な
り
う
る
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
（
「
新
・
現
代
損
害
賠
償
法
　
第
一
巻
　
総
論
」
一
二
六
ぺ
ー
ジ
注
（
8
）
（
中

井
美
雄
）
一
二
六
ぺ
ー
ジ
注
（
8
）
）
。
本
旨
債
務
と
不
作
為
不
法
行
為
で
の
作
為
義
務
と
の
関
係
は
後
者
が
結
果
回
避
義
務
と
い
う
消
極

的
な
面
を
有
す
る
の
に
対
し
、
本
旨
債
務
の
内
容
の
確
定
も
不
作
為
不
法
行
為
の
場
合
の
作
為
義
務
の
確
定
自
体
も
困
難
な
証
明
内
容

で
あ
る
。

　
中
井
美
雄
編
「
不
法
行
為
法
（
事
務
管
理
・
不
当
利
得
）
」
（
一
九
九
三
）
一
〇
八
ぺ
ー
ジ
（
植
木
哲
）
。
た
だ
し
作
為
義
務
を
予
定
し

な
が
ら
そ
れ
を
怠
り
、
悪
結
果
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
不
作
為
に
対
し
損
害
賠
償
責
任
を
課
す
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
作
為
義
務
の
設
定
に
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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（
5
）

（（76
））

パ　 パ　パ
109　8
）　 ）　）

パ　　パ
1211
）　　）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
加
藤
一
郎
「
不
法
行
為
増
補
版
」
（
一
九
七
四
）
一
三
三
ぺ
ー
ジ
、
前
田
達
明
「
民
法
W
」
（
一
九
八
○
）
一
〇
九
ぺ
ー
ジ
は
共
に
作

為
義
務
を
広
げ
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
す
る
。
こ
の
意
味
は
幼
児
が
踏
み
切
り
で
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
、
踏
切
の
番
人
が
そ
れ
を

防
が
な
か
っ
た
の
は
違
法
性
が
あ
る
が
、
他
の
通
行
人
が
そ
れ
を
防
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
違
法
性
が
な
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

一
般
的
な
注
意
義
務
と
し
て
作
為
義
務
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
同
旨
・
前
掲
一
〇
五
（
一
〇
九
）
ぺ
ー

ジ
（
中
井
）
）
。

　
前
掲
・
中
井
二
〇
ぺ
ー
ジ
注
（
2
）
。
一
帥
要
ω
魯
0
9
9
（
一
九
八
三
）
二
二
ぺ
ー
ジ
（
円
谷
峻
）
。

　
前
掲
・
六
ぺ
ー
ジ
（
伊
藤
進
／
織
田
博
子
）
。
だ
が
わ
ざ
わ
ざ
違
法
と
い
う
必
要
性
が
疑
問
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
判
決
で
違
法
性
を

要
件
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
東
京
地
判
昭
4
8
・
8
・
2
9
判
時
三
〇
〇
・
二
六
四
。

　
前
掲
・
中
井
二
二
〇
ぺ
ー
ジ
。
な
お
作
為
義
務
に
違
反
し
た
不
作
為
は
違
法
で
あ
る
と
い
う
理
由
を
挙
げ
る
。

　
前
掲
・
円
谷
ニ
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
前
掲
・
植
木
一
二
、
一
四
七
ぺ
ー
ジ
。
こ
の
こ
と
を
前
田
教
授
は
作
為
の
不
法
行
為
の
因
果
関
係
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
と
指
摘
す
る

（
前
掲
・
前
田
一
〇
九
ぺ
ー
ジ
）
。

　
潮
見
佳
男
「
不
法
行
為
法
」
（
二
〇
〇
二
）
一
二
九
ぺ
ー
ジ
以
下
。

　
前
掲
・
植
木
一
一
二
ぺ
ー
ジ
。
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ニ
　
ド
イ
ツ
で
の
不
作
為
不
法
行
為
の
扱
い

（
1
）
　
法
的
な
行
為
義
務

で
は
い
か
な
る
場
合
に
前
記
義
務
が
成
立
す
る
の
か
。

ラ
レ
ン
ツ
に
よ
れ
ば
、
他
人
か
ら
の
損
害
を
回
避
し
、

危
険
の
基
礎
を
除
去
す
べ
き
法
的
義
務
が
成
立
し
た
場
合
に
の
み
、
不
作
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（
－
）

為
と
不
作
為
に
よ
り
回
避
で
き
な
か
っ
た
結
果
と
の
責
任
を
負
わ
ぜ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　
ラ
レ
ン
ツ
の
詳
論
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
契
約
か
ら
法
的
義
務
が
成
立
す
る
場
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
監
督
を
必
要
と

す
る
人
に
対
し
誰
か
が
監
督
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
建
物
の
警
備
、
動
物
に
対
す
る
世
話
を
引
き
受
け
た
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
は
可
能
性
と
期
待
可
能
性
の
枠
内
で
危
険
を
防
ぐ
義
務
を
負
い
、
行
為
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
法
律
上
法
的
義
務

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
。
第
三
に
取
引
上
一
般
的
な
基
本
的
義
務
に
よ
り
他
人
を
危
険
に
さ
ら
さ
な
い
よ
う
に
行
為
す
る
法
的
義

　
　
　
　
　
（
2
）

務
が
発
生
す
る
。
第
四
に
不
文
の
慣
習
上
の
原
則
、
つ
ま
り
危
険
状
態
を
発
生
さ
せ
た
者
は
第
三
者
へ
の
危
害
を
防
ぐ
た
め
に
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
す
る
、
事
前
に
措
置
を
講
ず
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
で
重
要
な
場
合
は
第
三
の

場
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
だ
が
一
般
的
に
他
人
に
損
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
守
る
義
務
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
他
人
の
法
益
を
保
護
す
る
た
め
に
行
為
す

べ
き
こ
と
を
す
べ
て
の
人
に
要
求
す
る
こ
と
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
方
、
ヴ
ェ
ー
レ
ン
は
加
害
者
の
責
任
と
し
う
る
不
作
為
は
、
加
害
者
が
い
わ
ゆ
る
保
証
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
、
不
法
行
為

の
要
件
を
満
た
す
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
加
害
者
は
保
証
人
の
地
位
に
基
づ
き
法
的
行
為
義
務
を
負
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
保

証
人
の
地
位
と
は
、
①
被
害
法
益
に
直
接
関
係
す
る
保
護
義
務
か
ら
発
生
す
る
場
合
（
い
わ
ゆ
る
保
護
者
の
保
証
人
ω
o
ω
畠
痒
8
雫

mq

貰
彗
梓
）
、
②
保
証
人
の
地
位
は
不
作
為
者
が
危
険
の
原
因
を
開
い
た
か
、
又
は
危
険
の
原
因
に
対
し
責
任
を
負
う
場
合
に
（
い
わ
ゆ

る
監
視
保
証
人
O
げ
R
妻
8
ど
躍
ω
鳴
轟
旨
）
発
生
す
る
。
そ
の
典
型
例
と
し
て
社
会
生
活
上
の
義
務
＜
①
詩
①
ぼ
ω
ω
一
3
R
毒
鵯
鳳
浮
辟

が
あ
る
。
同
義
務
は
危
険
の
原
因
を
開
い
た
者
の
義
務
を
い
い
、
又
は
他
人
に
損
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
回
避
す
る
た
め
、
必
要
か
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つ
期
待
さ
れ
る
事
前
の
措
置
を
と
る
よ
う
維
持
す
る
者
の
義
務
を
い
う
。
た
と
え
ば
家
主
と
し
て
地
所
を
人
間
の
往
来
の
た
め
に
開

い
た
者
は
、
た
と
え
ば
夜
間
照
明
に
よ
り
又
は
路
面
凍
結
の
場
合
、
滑
り
止
め
の
砂
を
撒
く
こ
と
で
地
所
を
危
険
の
な
い
状
態
に
し

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
社
会
生
活
上
の
義
務
と
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
社
会
生
活
上
の
義
務
は
次
の
二
つ
の
場

面
で
現
れ
る
。

　
不
作
為
は
結
果
回
避
目
的
を
伴
う
な
ん
ら
か
の
行
為
を
す
べ
き
義
務
が
行
為
者
に
あ
る
場
合
に
の
み
、
他
人
に
危
険
が
及
ば
な
い

よ
う
に
す
べ
き
一
般
的
な
基
本
義
務
が
考
え
ら
れ
る
。

　
取
引
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
者
は
取
引
に
つ
い
て
危
険
の
な
い
よ
う
に
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
基
本
的
に
想
定
さ
れ

る
義
務
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
前
者
の
場
面
で
の
義
務
違
反
に
基
づ
く
不
作
為
に
よ
る
場
合
が
間
題
と
さ
れ
る
。

　
（
2
）
因
果
関
係

　
作
為
加
害
行
為
に
よ
る
損
害
発
生
の
場
合
、
自
然
科
学
的
に
み
れ
ば
、
当
該
加
害
行
為
と
損
害
発
生
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
。

だ
が
不
作
為
と
損
害
発
生
と
に
因
果
関
係
は
な
い
。
従
っ
て
不
作
為
は
本
来
の
損
害
発
生
原
因
の
範
囲
外
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

自
然
科
学
的
に
事
実
上
の
因
果
関
係
の
レ
ベ
ル
で
の
因
果
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
法
的
に

考
え
る
と
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
法
的
な
行
為
義
務
が
あ
り
、
行
為
を
す
れ
ば
損
害
発
生
を
防
止
で
き
た
と
す
れ
ば
、
不
作
為
で
あ
っ
て
も
損
害
原
因
と
考
え
ら
れ
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る
の
で
あ
る
。

　
ラ
レ
ン
ツ
は
、
①
加
害
者
が
結
果
を
回
避
し
、
そ
の
た
め
に
な
ん
ら
か
の
行
為
を
す
べ
き
義
務
が
あ
る
場
合
に
は
、
作
為
の
場
合

と
同
視
す
る
。
②
目
的
に
沿
っ
た
行
為
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
状
況
に
い
て
客
観
的
に
必
要
な
注
意
を
す
れ
ば
、
法
的
に
是
認

さ
れ
な
い
結
果
を
回
避
し
、
発
生
し
た
損
害
を
避
け
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
和
ら
げ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
場
合
に
の
み
、
何
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
た
と
え
消
極
的
で
あ
っ
て
も
、
当
該
状
況
は
結
果
惹
起
の
要
件
で
あ
る
と
す
る
。

　
ラ
レ
ン
ツ
は
活
動
を
必
要
と
す
る
一
定
の
状
況
で
の
不
作
為
で
あ
っ
て
も
、
意
思
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
あ
り
、
帰
責
性
の
根
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
な
り
う
る
人
間
の
行
為
の
一
形
式
な
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
原
因
行
為
と
の
同
視
は
正
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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パパパパパパハ7654321）））））））

（
8
）

　
ピ
巽
①
昌
N
》
帥
9
鋤
b
。

　
一
巽
Φ
昌
N
”
騨
鉾
ρ

　
鉾
騨
ρ
い
わ
ゆ
る
危
険
原
則
O
Φ
｛
曽
ぼ
窪
雛
旨
と
い
っ
て
い
る
。

O
昌
一
＼
内
o
一
一
R
＼
ω
魯
身
α
R
＼
U
歪
9
窪
b
も
藤
μ
N
●

　
薫
α
ユ
o
P
ω
o
げ
巳
R
①
o
拝
●
閃
日
9
》
（
N
O
8
）
勾
＆
露
●

○
昌
一
＼
内
。
一
一
角
＼
ω
。
冒
琶
R
＼
U
歪
。
ざ
評
ω
ω
畠
幕
幕
同
一
ω
魯
Φ
○
び
凝
畳
0
8
目
。
。
ゲ
け
■
。
●
》
（
8
。
。
）
障
一
“
●

　
冨
お
目
層
冨
冒
ゴ
畠
審
ω
ω
o
げ
巳
辞
8
算
ω
k
．
＞
（
這
。
。
刈
y
留
昌
一
ρ
行
為
義
務
を
前
提
と
す
る
考
え
は
オ
フ
テ
ィ
ン
ガ
ー
の
考
え

（
O
旨
ロ
閃
R
｝
ω
9
ゑ
α
器
ユ
ω
号
8
閏
臥
ε
由
魯
q
8
窪
H
＞
↓
“
．
》
（
ピ
刈
㎝
）
ψ
o
o
o
o
）
で
も
あ
る
。

　
い
巽
①
嵩
勲
騨
ρ
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ツ
ァ
ー
も
同
旨
で
あ
る
。
ω
魯
零
8
N
R
”
ω
魯
名
臨
8
ユ
ω
魯
8
0
三
蒔
暮
一
9
睾
お
9
け
》
↓
b
。
》
（
8
0
0
）

一
。
白
。
不
作
為
が
損
害
原
因
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
れ
ば
、
違
法
性
の
判
断
を
含
み
、
違
法
性
は
常
に
行
為
義
務
違
反
を
含
む
と
さ
れ
る
。

○
仁
巨
＼
凶
o
一
一
R
＼
ω
魯
ロ
矯
α
R
＼
U
ε
①
ざ
鉾
p
O
4
b
F
目
．
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三
　
ス
イ
ス
で
の
不
作
為
不
法
行
為
の
場
合

　
（
1
）
作
為
義
務

　
前
記
の
因
果
関
係
の
問
題
以
外
に
作
為
義
務
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
不
作
為
の
義
務
違
反
の
間
題
は
因
果
関
係
と

関
係
な
く
、
有
責
性
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
で
解
明
さ
れ
る
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
反
対
説
も
あ
る
）
。
こ
の
作
為

義
務
つ
ま
り
、
損
害
発
生
の
法
的
回
避
義
務
が
存
在
す
る
か
に
つ
い
て
は
入
念
に
審
査
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
法
的
義
務
は
、

た
と
え
ば
危
険
を
作
り
出
す
者
は
必
要
な
予
防
措
置
を
採
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
危
険
原
則
か
ら
肯
定
さ
れ
る
。

　
（
2
）
因
果
関
係

　
自
然
科
学
的
に
見
て
、
不
作
為
は
外
部
的
事
象
の
原
因
と
は
な
り
え
な
い
（
Φ
図
巳
匡
o
菖
匡
津
）
。
事
実
上
な
ん
ら
の
行
為
も
行

わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
的
因
果
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
自
体
が
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
不
作
為
不
法
行
為
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

事
実
的
因
果
関
係
の
間
題
で
は
な
く
、
規
範
的
因
果
関
係
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
ホ
ン
ゼ
ル
は
い
う
。
だ
が
学
説
、
判
例
は
不
作
為

と
損
害
と
の
間
に
も
因
果
関
係
を
認
め
よ
う
と
す
る
。
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
不
作
為
と
損
害
発
生
と
の
間
に
事
実
的
因
果
関
係
を

認
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ラ
イ
教
授
は
損
害
は
法
的
に
必
要
だ
が
、
現
実
に
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
行
為
を
し
た
と
す
れ
ば
、
損
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
と
い
う
仮
説
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
因
果
関
係
の
判
断
は
次
の
二
段
階
で
行
わ
れ
る
と
す
る
。
①

損
害
発
生
を
防
止
さ
せ
る
行
為
義
務
が
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
②
当
該
行
為
義
務
を
見
つ
け
、
そ
の
行
為
に
よ
り
結
果
発
生
を
妨
げ
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東洋法学
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
行
為
と
結
果
と
の
間
に
は
因
果
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
の
関
係
は
あ
く
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

も
仮
定
的
な
関
係
で
あ
る
。
被
害
者
は
損
害
発
生
を
妨
げ
る
行
為
を
果
た
せ
ば
、
損
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
証
明

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
証
明
は
生
活
経
験
と
事
物
の
通
常
の
経
過
か
ら
、
こ
の
仮
定
的
因
果
関
係
に
つ
い
て
か
な
り
の
蓋
然
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

あ
れ
ば
足
り
る
と
さ
れ
る
（
つ
ま
り
科
学
的
な
正
確
さ
と
説
得
力
の
あ
る
方
法
で
証
明
す
る
必
要
は
な
い
）
。
O
o
且
窪
o
式
が
不
作
為

で
も
適
用
さ
れ
る
が
、
作
為
と
異
な
り
、
思
考
上
当
該
行
為
を
足
す
の
で
（
仮
定
に
基
づ
い
て
因
果
関
係
を
確
定
す
る
）
、
思
考
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

因
果
関
係
の
場
面
の
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
不
作
為
と
損
害
と
の
因
果
関
係
は
仮
説
に
よ
り
確
認
す
る
の
で
、
仮
定
的
な
単
な
る
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

考
上
の
因
果
関
係
を
間
題
（
仮
定
的
関
係
）
と
す
る
。

　
（
3
）
　
因
果
関
係
の
蓋
然
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
V

　
す
る
と
こ
こ
で
い
う
仮
定
的
因
果
関
係
と
は
何
と
何
と
の
関
係
で
の
因
果
関
係
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
か
な
り
の
蓋
然
性
と
は
ど
れ
位
を
必
要
と
す
る
の
か
が
間
題
と
さ
れ
る
。
因
果
関
係
の
内
容
と
蓋
然
性
の
程
度
に
つ
い
て
は
以
下

の
判
例
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
〉

　
国
O
国
　
一
〇
〇〇
〇
〇
。
に
。
嵩
・
ω
一
N
一
〇
〇〇
P
一
這
融

　
〔
事
実
〕
七
一
年
四
月
患
者
A
は
い
ん
の
う
ガ
ン
で
ツ
ー
リ
ッ
ヒ
州
立
病
院
B
を
訪
ね
、
同
B
は
検
査
を
し
た
。
同
一
〇
月
腹
部

の
リ
ン
パ
節
切
除
術
が
実
施
さ
れ
た
。
放
射
線
治
療
が
七
二
年
初
め
に
実
施
さ
れ
た
が
、
同
一
〇
月
A
は
死
亡
。
こ
れ
に
対
し
妻
と

三
人
の
子
が
州
に
対
し
訴
を
提
起
し
た
。

　
七
一
年
一
〇
月
の
段
階
で
は
疾
病
は
か
な
り
の
段
階
（
H
B
段
階
）
、
つ
ま
り
A
に
は
当
時
ご
く
わ
ず
か
ま
た
は
実
際
ほ
と
ん
ど
治
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癒
の
機
会
が
な
か
っ
た
（
真
の
治
癒
機
会
は
第
－
段
階
（
な
ん
ら
転
移
が
な
い
段
階
）
と
初
期
の
段
階
（
H
A
）
の
み
で
あ
っ
た
）
。

疾
病
が
第
－
段
階
な
ら
延
命
の
機
会
が
非
常
に
高
い
。
疾
病
が
第
H
A
段
階
な
ら
ば
、
延
命
の
機
会
は
六
〇
％
で
あ
っ
た
。
疾
病
は

七
一
年
初
め
（
そ
の
時
に
半
分
の
去
勢
術
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
）
1
段
階
を
越
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
適
切
に
治
療
さ
れ
、
そ
の
治
療
時
で
の
延
命
の
機
会
が
六
〇
％
で
あ
れ
ば
、
す
べ
き
治
療
を
し
な
か
っ
た
治
療
と
患
者
の
死
亡

と
の
間
の
自
然
的
因
果
関
係
を
肯
定
す
る
の
は
正
当
で
あ
る
。
つ
ま
り
患
者
が
六
〇
％
の
確
立
を
伴
う
適
切
な
治
療
が
あ
れ
ば
、
か

な
り
の
確
率
で
患
者
に
対
す
る
誤
っ
た
治
療
と
死
亡
と
に
因
果
関
係
が
あ
っ
た
。

　
〔
判
旨
〕
ガ
ン
で
死
亡
し
た
患
者
の
遺
族
が
医
師
の
犯
し
た
医
療
過
誤
と
患
者
の
死
亡
と
の
間
の
因
果
関
係
を
証
明
で
き
な
い
場

合
に
は
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
挙
証
責
任
か
ら
開
放
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
事
実
上
治
療
過
誤
と
患
者
の
死
亡
と
が
因
果
関
係
に

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
な
い
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
遺
族
は
こ
の
よ
う
な
因
果
関
係
の
可
能
性
が
か
な
り
高

い
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
判
決
は
す
べ
き
治
療
を
し
な
か
っ
た
治
療
と
患
者
の
死
亡
と
の
間
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
肯
定
す
る
に
は
、
延
命
の
機
会
つ
ま

り
死
亡
し
な
い
可
能
性
が
治
療
の
時
点
で
六
〇
％
で
あ
れ
ば
、
治
療
と
死
亡
と
の
間
の
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
こ
と
が
正
に
か
な
り
の
蓋
然
性
が
あ
る
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。
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四
　
わ
が
国
で
の
不
作
為
不
法
行
為
で
の
因
果
関
係
及
び
延
命
利
益
に
つ
い
て

東洋法学
　
わ
が
国
で
は
従
来
の
若
干
の
下
級
審
裁
判
例
は
不
作
為
不
法
行
為
の
事
例
に
つ
い
て
患
者
の
損
害
形
式
と
し
て
延
命
利
益
な
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

期
待
権
を
法
益
と
し
て
認
め
る
判
断
が
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
意
味
は
不
作
為
が
な
け
れ
ば
（
つ
ま
り
行
為
義
務
に
か
な
っ
た
行
為
を

す
れ
ば
、
死
亡
、
障
害
は
避
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
か
ら
因
果
関
係
を
考
え
る
と
、
特
に
死
亡
が
避
け
ら
れ
な
い
（
完
治
が

難
し
い
疾
病
に
罹
患
し
て
い
る
）
患
者
の
場
合
は
極
め
て
証
明
が
難
し
い
）
、
少
な
く
と
も
延
命
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
因
果

関
係
を
証
明
す
る
、
つ
ま
り
不
作
為
不
法
行
為
の
因
果
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
判
断
し
、
論
じ
て
き
た
。
こ
の
場
合
、

延
命
利
益
を
結
果
と
す
る
こ
と
が
妥
当
か
否
か
が
最
大
の
間
題
で
あ
る
。

　
最
近
に
至
り
、
最
高
裁
は
以
下
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
判
決
を
出
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
材
料
と
し
て
因
果
関
係
及
び
損
害
形

式
の
間
題
を
論
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
V

①
最
判
平
1
1
・
2
・
2
5
民
集
五
三
・
二
・
二
三
五
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〔
事
実
〕
五
三
歳
男
性
A
は
肝
臓
病
を
専
門
と
す
る
Y
医
院
を
紹
介
さ
れ
、
Y
は
A
が
肝
細
胞
癌
発
生
の
危
険
性
の
高
い
患
者
群

で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
発
見
に
有
効
な
A
F
P
検
査
や
腹
部
超
音
波
検
査
を
し
な
い
ま
ま
、
昭
和
五
八
年
一
一
月
四
日
か
ら
同
六

一
年
七
月
一
九
日
ま
で
の
問
に
計
七
七
一
回
の
内
科
的
治
療
を
行
っ
た
が
、
A
の
死
亡
直
前
に
や
っ
と
A
F
P
検
査
を
実
施
し
た
が
、

結
果
は
陰
性
で
あ
っ
た
。
一
〇
日
後
、
C
病
院
に
転
院
し
、
そ
こ
で
肝
細
胞
癌
と
確
定
診
断
さ
れ
た
が
、
既
に
手
遅
れ
で
、
一
週
間

後
死
亡
し
た
。
そ
こ
で
遺
族
は
定
期
検
査
を
実
施
し
て
い
れ
ば
、
肝
細
胞
癌
を
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
、
あ
る
程
度
の
延
命

効
果
が
得
ら
れ
た
と
し
、
延
命
の
可
能
性
を
奪
わ
れ
た
精
神
的
苦
痛
と
し
て
、
妻
四
〇
〇
〇
万
円
、
二
人
の
子
そ
れ
ぞ
れ
一
五
〇
〇

万
円
の
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。

　
〔
判
旨
〕
原
審
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
患
者
の
肝
細
胞
癌
が
昭
和
六
一
年
一
月
に
発
見
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
以
後
当
時
の
医

療
水
準
に
応
じ
た
通
常
の
診
療
行
為
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
同
人
は
同
年
七
月
二
七
日
の
時
点
で
な
お
生
存
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
を
是
認
し
得
る
高
度
の
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
肝
細
胞
癌
に
対
す
る
治
療
の
有

効
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
存
在
し
な
い
本
件
に
お
い
て
は
被
上
告
人
の
前
記
注

意
義
務
違
反
と
、
患
者
の
死
亡
と
の
間
に
は
、
因
果
関
係
が
存
在
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
た
だ
し
患
者
が
右
時
点
の
後
い

か
ほ
ど
の
期
間
生
存
し
得
た
か
は
、
主
に
得
べ
か
り
し
利
益
そ
の
他
の
損
害
の
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
由
で
あ

り
、
前
記
因
果
関
係
の
存
否
に
関
す
る
判
断
に
関
す
る
判
断
を
直
ち
に
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
）
。

　
前
記
判
決
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
従
来
の
因
果
関
係
で
い
う
作
為
義
務
を
尽
く
せ
ば
、
生
命
侵
害
は
避
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い

う
証
明
に
代
え
、
作
為
義
務
を
尽
く
せ
ば
、
そ
の
死
亡
の
時
点
に
お
い
て
な
お
生
存
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
是
認
し
う
る
高
度
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の
蓋
然
性
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
医
師
の
不
作
為
と
死
亡
と
の
間
の
因
果
関
係
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
死
亡
時
点
以
後
ど
れ

ほ
ど
の
期
間
生
存
で
き
た
か
は
、
得
べ
か
り
し
利
益
そ
の
他
の
損
害
の
額
の
算
定
に
あ
た
り
考
慮
す
べ
き
事
情
で
あ
っ
て
因
果
関
係

の
存
否
を
直
ち
に
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
義
務
遵
守
行
為
が
あ
れ
ば
現
実
の
結
果
発
生
の
時
点
で

ど
う
な
っ
て
い
た
か
を
間
題
と
し
、
必
ず
し
も
病
的
リ
ス
ク
実
現
事
例
に
お
け
る
結
果
回
避
可
能
性
の
間
題
に
対
応
し
て
い
な
い
と

　
　
　
　
　
（
2
V

評
さ
れ
て
い
る
。

②
最
判
平
1
2
・
9
・
2
2
民
集
五
四
・
七
・
二
五
七
四

　
〔
事
実
〕
訴
外
A
は
自
宅
で
突
然
の
上
背
痛
、
心
か
痛
に
襲
わ
れ
、
Y
病
院
で
B
医
の
手
当
て
を
受
け
B
医
は
急
性
す
い
炎
、
第

二
次
的
に
狭
心
症
を
疑
っ
た
が
、
す
い
炎
に
対
す
る
処
置
と
し
て
点
滴
中
痛
み
、
け
い
れ
ん
し
た
後
、
呼
吸
停
止
、
死
亡
し
た
。

　
〔
判
旨
〕
背
部
痛
、
心
か
部
痛
の
自
覚
症
状
の
あ
る
患
者
に
対
す
る
医
療
行
為
に
つ
い
て
、
本
件
診
療
当
時
の
医
療
水
準
に
照
ら

す
と
、
医
師
と
し
て
は
、
ま
ず
、
緊
急
を
要
す
る
胸
部
疾
患
を
鑑
別
す
る
た
め
に
、
間
診
に
よ
っ
て
既
往
症
等
を
聞
き
出
す
と
と
も

に
、
血
圧
、
脈
拍
、
体
温
等
の
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
や
聴
診
、
触
診
等
に
よ
っ
て
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
等
が
疑
わ
れ
た
場
合
に

は
、
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
の
舌
下
投
与
を
行
い
つ
つ
、
心
電
図
検
査
を
行
っ
て
疾
患
の
鑑
別
及
び
不
整
脈
の
監
視
を
行
い
、
心
電
図

等
か
ら
心
筋
梗
塞
の
確
定
診
断
が
つ
い
た
場
合
に
は
、
静
脈
留
置
針
に
よ
る
血
管
確
保
、
酸
素
吸
入
そ
の
他
の
治
療
行
為
を
開
始
し
、

ま
た
、
致
死
的
不
整
脈
又
は
そ
の
前
兆
が
現
れ
た
場
合
に
は
、
リ
ド
カ
イ
ン
等
の
抗
不
整
脈
剤
を
投
与
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
る

に
訴
外
B
医
は
A
を
診
察
す
る
に
当
た
り
、
触
診
及
び
聴
診
を
行
っ
た
だ
け
で
、
胸
部
疾
患
の
既
往
症
を
聞
き
出
し
た
り
、
血
圧
、

脈
拍
、
体
温
等
の
測
定
や
心
電
図
検
査
を
行
う
こ
と
も
せ
ず
、
狭
心
症
の
疑
い
を
持
ち
な
が
ら
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
の
舌
下
投
与
も
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し
て
い
な
い
な
ど
、
胸
部
疾
患
の
可
能
性
の
あ
る
患
者
に
対
す
る
初
期
治
療
と
し
て
行
う
べ
き
基
本
的
義
務
を
果
た
し
て
い
な
か
っ

た
。　
B
医
が
A
に
対
し
て
適
切
な
医
療
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
A
を
救
命
し
得
た
で
あ
ろ
う
高
度
の
蓋
然
性
ま
で
は
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
こ
れ
を
救
命
で
き
た
可
能
性
は
あ
っ
た
。
急
性
心
筋
梗
塞
の
患
者
に
対
す
る
初
期
の
治
療
に
つ
い
て
の
医
師
の
過
失
で
、

患
者
が
医
療
水
準
に
か
な
っ
た
診
療
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
の
存
在
を
立
証
で
き
な
く
と
も
、
医

療
水
準
に
か
な
っ
た
診
療
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
患
者
が
そ
の
死
亡
時
点
で
な
お
生
存
し
て
い
た
相
当
程
度
の
可
能
性
の
存
在
が
証

明
で
き
れ
ば
、
医
師
は
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
判
示
し
た
（
妻
一
一
〇
万
円
、
二
人
の
子
そ
れ
ぞ
れ
五
五
万
円

　
　
　
（
3
）

の
慰
謝
料
）
。

　
で
は
②
判
決
と
前
記
①
判
決
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
②
判
決
の
独
自
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
そ
れ
に
つ
い
て
は
①
判
決
を
基
礎
と
し
て
、
医
療
水
準
に
か
な
っ
た
診
療
が
さ
れ
て
い
れ
ば
、
患
者
を
救
命
し
え
た
高
度
の
蓋
然

性
ま
で
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
を
救
命
で
き
た
可
能
性
は
あ
っ
た
と
し
、
一
一
年
判
決
の
よ
う
な
高
度
の
蓋
然
性
を

ま
で
要
求
し
て
は
い
な
い
が
、
証
明
の
点
で
は
同
じ
く
患
者
が
そ
の
死
亡
の
時
点
で
な
お
生
存
し
て
い
た
相
当
程
度
の
可
能
性
の
存

在
が
証
明
で
き
れ
ば
、
医
師
は
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
判
示
し
た
点
が
同
一
一
年
判
決
と
区
別
さ
れ
る
独
自
性

　
　
（
4
）

が
あ
る
。
た
だ
一
二
年
判
決
が
同
一
一
年
判
決
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
点
は
後
者
が
検
査
過
程
を
経
て
の
因
果
関
係
を
間
題
と
し
て
い

る
点
で
あ
る
。

　
次
の
平
成
一
六
年
判
決
で
は
ど
う
か
。
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③
最
判
平
1
6
・
1
・
1
5
判
時
一
八
五
三
・
八
五
旺
判
タ
一
一
四
七
・
一
五
二

　
〔
事
実
〕
Y
医
は
平
成
一
一
年
七
月
一
七
日
に
訴
外
A
を
診
察
、
同
二
四
日
に
胃
内
視
鏡
検
査
を
実
施
し
た
。
胃
の
内
部
に
大
量

の
食
物
残
渣
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
が
異
常
を
う
か
が
わ
せ
る
所
見
で
あ
り
、
当
時
の
医
療
水
準
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
再
度
胃

内
視
鏡
検
査
を
実
施
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
異
常
を
う
か
が
わ
せ
る
所
見
も
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
再
検
査
を
実
施
し
よ
う
と
は
せ
ず
、

A
の
症
状
を
慢
性
胃
炎
と
診
断
し
た
。
そ
の
後
A
は
同
一
〇
月
七
日
、
B
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
、
同
月
一
五
日
か
ら
二
一
日
ま

で
に
胃
透
視
検
査
、
胃
C
T
検
査
、
胃
内
視
鏡
検
査
等
の
各
種
検
査
を
受
け
、
ス
キ
ル
ス
胃
癌
と
診
断
さ
れ
た
。
当
時
の
A
は
胃
壁

全
体
の
硬
化
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
腹
水
も
あ
り
、
癌
の
腹
膜
へ
の
転
移
が
疑
わ
れ
た
。
そ
の
後
A
は
同
月
二
二
日
に
B
医
療
機
関

に
入
院
し
、
化
学
療
法
を
中
心
と
す
る
治
療
を
受
け
た
が
、
同
年
一
一
月
に
は
骨
へ
の
転
移
が
確
認
さ
れ
、
翌
年
二
月
四
日
に
死
亡

し
た
。

　
〔
判
旨
〕
ス
キ
ル
ス
胃
癌
に
よ
り
死
亡
し
た
患
者
に
つ
い
て
、
慢
性
胃
炎
と
誤
診
さ
れ
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
に
つ
き
、
実
際
よ
り
約
三
ヶ
月
早
く
医
師
が
適
切
な
胃
の
内
視
鏡
再
検
査
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
実
際
に
開
始
さ
れ
る
約
三
ヶ
月
前

で
あ
る
上
記
時
点
で
、
病
状
及
び
当
時
の
医
療
水
準
に
応
じ
た
化
学
療
法
を
始
め
と
す
る
適
切
な
治
療
が
開
始
さ
れ
、
特
段
の
事
情

が
な
い
限
り
、
A
が
実
際
に
受
け
た
治
療
よ
り
も
良
好
な
治
療
効
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
認
め
る
の
が
合
理
的
で
あ
り
、
患
者
が
そ

の
死
亡
の
時
点
に
お
い
て
な
お
生
存
し
て
い
た
相
当
程
度
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
医
師
は
患
者
が
上
記
可
能
性
を

侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
べ
き
不
法
行
為
責
任
を
負
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

　
③
判
決
は
検
査
を
実
施
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
は
①
判
決
に
同
じ
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
で
は
①
判
決
と
の
相
異
は
な
い
の
で
あ
ろ
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う
か
。
①
判
決
は
生
存
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
高
度
の
蓋
然
性
と
い
い
、
③
判
決
は
相
当
程
度
の
可
能
性
と
い
う
点
で
、
蓋
然
性
の
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

度
が
低
め
ら
れ
て
い
る
点
は
異
な
る
。
こ
の
こ
と
は
患
者
側
の
証
明
を
低
減
化
し
た
も
の
と
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
ど
の
程

度
の
証
明
を
要
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
に
つ
い
て
は
こ
こ
か
ら
は
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
す
る
と
こ
こ
で
参
考
と
さ
れ
る
の
が
ス
イ
ス
の
判
例
で
い
う
延
命
の
可
能
性
が
六
〇
％
す
べ
き
治
療
時
に
あ
っ
た
と
い
う
判
示
内

容
で
あ
る
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

　
多
数
の
下
級
審
の
中
で
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
延
命
利
益
に
つ
い
て
の
最
近
の
も
の
と
し
て
名
古
屋
高
判
平
1
5
・
1
1
・
5
判
時
一
八

五
七
・
五
三
、
期
待
権
に
つ
い
て
は
東
地
平
1
5
・
5
・
2
8
判
タ
一
一
四
七
・
二
五
五
が
あ
る
。

　
民
商
法
雑
誌
ニ
ニ
O
（
二
〇
〇
四
）
八
七
〇
（
八
八
一
）
ぺ
ー
ジ
（
前
田
泰
）
。
な
お
重
要
判
例
解
説
平
成
二
年
度
（
二
〇
〇
〇
）

八
七
（
八
八
）
ぺ
ー
ジ
（
新
美
育
文
）
は
適
切
な
検
査
を
し
て
い
れ
ば
外
科
的
切
除
術
の
実
施
が
「
可
能
で
あ
っ
た
」
と
い
う
確
率
と
、

そ
れ
に
よ
っ
て
長
期
の
延
命
が
「
高
度
に
可
能
で
あ
っ
た
」
と
い
う
確
率
と
を
乗
じ
る
な
ら
ば
、
適
切
な
検
査
の
不
実
施
と
死
亡
と
の
間

の
因
果
関
係
に
「
高
度
の
蓋
然
性
」
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
、
高
度
の
蓋
然
性
を
も
っ
て
因
果
関
係
の
存
在
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
結
論
に
反
対
す
る
。
だ
が
高
度
の
可
能
性
を
前
記
の
よ
う
に
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
疑
問
が
残
る
。

不
作
為
不
法
行
為
で
の
因
果
関
係
は
初
め
か
ら
仮
定
的
な
場
面
で
の
議
論
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
外
科
的
切
除
術
、
延
命
の
可
能
性
と
を

乗
じ
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
五
三
（
二
〇
〇
三
）
一
九
六
ぺ
ー
ジ
（
水
野
謙
）
は
法
益
を
そ
れ
ぞ
れ
一
一
年
判
決
の
そ
れ
を
死
亡
の
時
点
以
降
も

一
定
期
間
生
存
す
る
こ
と
の
で
き
た
は
ず
の
権
利
と
し
、
二
一
年
の
そ
れ
を
患
者
が
そ
の
死
亡
の
時
点
に
お
い
て
な
お
生
存
し
て
い
た

相
当
程
度
の
可
能
性
と
し
て
い
る
が
、
共
に
生
命
そ
の
も
の
が
法
益
と
な
っ
て
お
り
、
従
来
の
よ
う
な
延
命
利
益
を
法
益
と
し
て
は
い
な

い
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
前
田
教
授
は
下
級
審
の
現
実
に
再
検
討
を
促
し
た
点
に
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
（
前

田
・
前
掲
八
八
五
ぺ
ー
ジ
）
。



東洋法学
　
（
4
）
　
前
田
・
前
掲
八
八
二
ぺ
ー
ジ
。
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
九
七
（
二
〇
〇
四
）
二
二
ぺ
ー
ジ
（
角
田
美
穂
子
）
。

　
（
5
）
　
平
成
一
一
年
判
決
を
変
更
し
た
と
も
読
め
る
。

　
　
　
五
　
一
応
の
ま
と
め

　
不
作
為
不
法
行
為
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
作
為
義
務
を
措
定
し
、
作
為
義
務
と
当
該
結
果
と
の
因
果
関
係
を
前
記

の
よ
う
に
論
じ
て
き
た
。

　
作
為
義
務
は
予
見
可
能
性
、
回
避
可
能
性
を
中
核
と
す
る
過
失
概
念
か
ら
導
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
予
見
可
能
性
と
回
避
可
能

性
は
医
療
水
準
に
よ
り
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
連
の
最
高
裁
判
決
に
よ
れ
ば
、
作
為
義
務
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
不
作
為
の
医
師
に
対
す
る
責
任
追
及
は
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
で
は
い
ず
れ
の
範
囲
で
不
作
為
の
医
師
に
対
す
る
責
任
は
限
界
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
責
任
の
限
界
づ
け
の
要
件
は

い
か
に
し
て
措
定
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
す
べ
き
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
従
来
の
延
命
利
益
、
機
会
喪
失
論
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
既
に
論
ず
る
価
値
の
な
い
も
の

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
1
）
　
前
田
・
前
掲
八
八
六
ぺ
ー
ジ
以
下
。
根
本
氏
は
責
任
要
件
と
し
て
延
命
利
益
を
最
低
限
度
月
単
位
の
可
能
性
で
主
張
・
立
証
さ
れ
た
こ

　
　
と
、
因
果
関
係
の
な
い
こ
と
を
あ
げ
る
（
横
浜
国
際
経
済
法
学
二
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
）
一
四
五
ぺ
ー
ジ
）
が
因
果
関
係
の
不
要
を
要

　
　
件
と
す
る
の
は
疑
間
で
あ
ろ
う
。

134


